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落 川 秀 樹
井上 健 ･碓井恒九 ･小川修三 ･片山泰久 ､小谷正雄 ･
小林 稔 ･坂田昌一 ･高木修二 .田中 - ･町田 茂 ･
松田博嗣 ･松原武生
(牧 二郎 ･基研教授 ･オブザーバー )










前回の運営委員会の際に交渉 を-任 された素粒子関係教授の後任には ,
玉垣良三氏 (北天 ･理 )に決定したO ( 10月 1日付発令の予定 )
1. 研究部員会議 の報告 と承認
報告が行なわれつつ ,次のような補足意見が出された｡
-電子計算機 の予算要求 の件 -











いないことが期待できれば ,長時間使周のものとい う特徴も考 えられ る･,
o実現 させたいという盛 り上りがあまり感 じられなか った｡
新 しい部門 (ComplユtereXPerimenも)の増設とか共同利用 の積極性
の検討が必要ではないか ｡
o計画当初は .研究者が使える大型センターが一つもなか った｡今 ,改 め
て全体的に検討 した場合 は地域性が優先するだろうa
o広 く物理学者が計算機 を利用する新 しい要素が加わるべきではないか ,
基研は学習によ って進歩できる研究所だ と思 う｡.











oパ ラレルに fello同一Shipを行な うという案があるが ,優秀な人が D
Cへ行 って ,奨学金 (ij_Cの )を取れない人が felloⅦ~shipを望む
傾向にな りはしないか o
o f81lcw shipはある研究グループに参加するという性格 のも,･Dで,ア
トム塾 とはちがい ,むしろ乍 レキ ュー}L,的なものであるo
o基研ではアトム型でやろ うとすると ,研究員等旅費の枠に制限があるの










ともあると思 う formalな手続 きをした方がよい｡
- C=A ･アジア財団 ･米陸軍 ･資金援助の件 -
o交流委員会で白書を作 る調査 を今 ,や りかけている｡%位を学術会議 ,
鴇を各大学 ,鴇をその他が負麹 という程度に したいと考えている｡文部





('学外 ) 小川修三 ･坂闇昌一 ･日中 一 ･中村誠太郎
(学識経験者 ) 朝永振一郎
(学内 ) 牧 二郎 .玉垣良三 ･小林 稔 ･高木修二 ･井 上 偉
物性関係 (6名 )
(学外 ) 中嶋貞雄 ･久保亮五
(学識経験者 ) 小谷正雄
(学内 ) 松田博嗣 ･桧原武生 ･碓井恒丸
と決定 したo任期は昭和 42年 8月 1日より昭和 44年 7月5 1日迄 ｡
5. 素粒子関係助教授選考
候補者を決定 し ･交渉については所長に-任 した0
4. ア トム型研究員選考




川村 清 (東大物性研 ･助手 ) 10月中旬より2ケ月





二宮勘帝 (名大 ･理 ･0 2) 9月 19日～ 10月 18日
藤原 出 (大阪府大 ･工 ･教授 ) 7-9月 5ケ月
5.共同利周研究所のあ り方について
O研究所 の大学付置 ということ ,予算 の問題 ･大学院問題 ･その他全体 と
してどのような方向へ変 ろうとしているのかO･
o核特委 の将来計画小委 員会で共同利用研究所 の体質改善 として ,次のよ
うな2点が考え られている〔
(i) 大学院 を含めて若い研究者 の-鮫的な交流 ･流動の問題があるが ,
それを共同利用研が何 らか の型で SuPPOrもできるのではないかO
㊥ JS C5ケ年計画の研究基金 の使い方 を ,きま った使 い方でなくⅩ
部門 と言われているようなもの｡具体的にはは っきりしないが ,例
えば科研費的なことや ,共同利用研に預 けて ,そこを窓 口として共
同利用するa
o素粒子研究所などができるのと関連 して ,共同利用研究所に対 して ,何
か ,赤堀氏 のいわれ るような ,各共同利欄研に直接的な一つの組織が必
要ではな いか.,
o個 々の研究所 は大学 の学部のようなもので ,連合の組織 をと言われるの
か Q
o大学 とい う概念の一般の拡張 を考えた らどうかo
c前か ら物理大学 とかいう構想 もあ ったC,
o完全に独立 していても ,総務するものがあ って も ,弱肉強食 の恐れはあ
る., 大きな研究所 しか創立 し得ないように思 う｡大学 を離れ て しまうと
=●=●='o
o基礎科学研究所 という国立のものがあ って ,それぞれの分野 の現在の共









(小林 ) 共同利用の宿舎 を設けるという話が具体化 してきたが ,大学に土
地 を買 ってもらうことが東か しいといわれるb
現在 の白川学舎の土地 70数坪 を寄付することを考えてみた らどうか｡
寄付者の意志 ･財団の都合もあるわけだが ､記念財団を作 った時 ,すべ
て勝川先生 の研究をさかんにするためにということであ った ｡ 白川学舎
の土地に ,退官後の先生の研究所 をという考え方もあ ったが ,基研ほ落
川記念館であるし,先生はここで勉強 される方がよいであろ う｡ここを
土地 ･建物共に広 ぐする二要求 ('部門増 )をする.9
万一部門増が実現しない場合 も部屋はあるO
全 員の横極的な支持が示 されたO
(文意 寒竹療江 )
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